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研究例
会報告
研究例
李院
ム云
三と
Eコ
九
七
年
度
シム
ポジ
ュウ
ム「
京教儀礼
の基
本的
研究課題」
(六月
一七
日)
本研究
所は
今年度
の共
同研究
テ
lマ
とし
て
、
「アジ
ア
・ア
フリ
カ地域に
お
ける宗
教儀礼
の
比較文化的研究」
を掲げ
たが、
このテ
lマにつ
いての理
解
を深め
るため
、
標題
の通
りシ
ムポ
ジ
ュウ
ムを
開催す
る
こと
とした
。
ここ
では
主た
る研
究関心
を
ごく
基本的な問題
に絞
っ
たため
、
①宗
教儀
礼と
は
何 か 、
①宗
教儀礼
に
つい
て
の研
究方法、
の二
点
が報
告お
よび討
論の視
点
とな
った
Q
開会
にあたり
本研究所市村其
三郎
所長か
ら挨
拶が
あり、
「宗
教および宗
教儀
礼の問
題は
、
現代世
界に
おけ
る政
治的諸問題
とも不
可分で
はない。
例
ふん
jば、
マル
クス
が
『宗
教は民衆に
とっ
て阿
片の
ような
もの
である』
と言
い
また
ソ連
を始め
とする共
産主義
諸国
家に、
宗教
とそれ
の信
仰の自
由を
めぐ
る問
題
が起る
など
、
単な
るイデオ
ロギーの
相
違だ
けで
はな
い
、
より
深い問
題が提起され
ている
が、
その意
味に
おい
て宗
教儀
礼を研
究す
る
ことは
、
人
類の生
活上
に
おける根
本的
な問題を追及す
る上で
今日的
課
題であ
る」
と述
ベ
た。つづ
いて
、
本日
の司
会
者・高
木宏
夫
研究
員から
、
このシム
ポ
ジュウ
ムは
「宗教儀
礼の
一 義的な
概念規定を
求め
ること
で
はなく
、
宗教儀
礼と呼ばれ
る事
実そ
のもの
につ
いて
、
そ
の典
型を研究
する
ことか
ら出発
したい
」と
し
て、
討議
の方
向を
示し
た。
つぎ
に本
日のテl
マ
に則した
報
告が
三人の研
究員
に
よ
っ
て行なわれた。
ム
/'-. 
以下
はその概
要を示す
もの
である。
、、、、、、、、、、、、、、
社会人類
学の立
場から社
会構造
の原
理を明
らか
にする
高橋統
一研
究員
、、、、、 過程と
し
て未
聞社会
の研
究が
あり
、
とくに宗
教儀礼
の研
究は
、
これ
を具体
的に
アプ
ロー
チする場
合の
有力な手
が
かりとなる。
未聞社会
にお
ける宗
教儀礼を
定義す
る場合
、
すで
に多
くの学
者に
よ
っ
て
発展的、
例
段階
的に捉
えよ
うと
して
、
いくつ
かの
分
類が
なさ
れて
いる
。
えば
タイラl
等の
三分
法や、
デュ
ルケl
ム等の
二分
法な
ど)、
しかし
、
実
際の
未聞社会
で
は、
それら
よりさら
に未
分
化の状
態にあ
って
、かか
る分
類
自体で
はア
プ
ロー
チ
に大し
て役
立たな
い。
また
儀礼と
は何か
とい
う
それ白
体、
定義づ
けする
こと
はむず
かし
いの
であ
るが、
n-s
-、
JjJJ 
イギリ
スに
おいて
はリチ
ュア
ルと
セレモ
ニア
ルと
いう
用語
は使
い分
けが
さ
れて
いる
。
この二
つの
区別
の
つけ
方に
もいろいろ
問題
はあるが、
例え
ばア
フリカ
の儀
礼研究
の場
合にも
、
いず
れを主とすべ
きかで
アプ
ロー
チ
の仕
方が
分れ
る。
セレモ
ニア
ルに
ウエイ
トを
置く場合、
シl
ズナルサ
イク
ル
(年中行事)
とライ
フ
サイク
ル
(通
過儀
礼)
との
二つを
ク
ロ
スさせて
その
中か
ら社
会
の
構造的原
理を引き出し
てい
こう
とする
アプ
ロー
チ
の仕
方、が
一 般にと
ら
れて
いる
。
さ
らに
パブリッ
クなセ
レモ
ニア
ルに
関し
てラ
イ
フサ
イク
ルとして
の通
過儀
礼
(成
人式、
葬式な
ど
)と
、
ある特
定の
メム
パ
ーが参
加し
て
行なう儀
礼
(首
長の就
任式
など
)
の二つ
の面
を特に
重視す
る
研究者も
いる
。
リチ
ュア
ル
な面
に
つい
て
は、
レギ
ュ
ラー
なも
のと
イ
レギ
叫ごフ
!な
ものと
を比較し、
後者
にお
い
てその社
会の構
造原理、
価値体系が
より
露
呈してく
る場
合が
多
い
ので
(例
えば、
飢鐘、
疫病、
早天
時な
ど異状事態
の際の祈
稽
や儀
礼)
、
それを重視し
て分
析
・ 研究す
る立
場
をとるも
のが多い。
これ
ら
はときに
リチ
ュ
アルス
・オ
ブ・
アフリ
クシ
ョン
(苦悩儀
礼)
とか
、
リチ
ュ
アルス
・オ
ブ・
ミスフォ
l
チュン
(不測
の事
態に対
する儀
札)
と呼ばれる
問題解
決の
ための儀
礼で
あり、
目的
意識
がは
っき
りし
ているので
、
その社
会のも
っ
てい
る
バリ
ュー・オ
リエ
ンテlシ
ョγ
(価値指向)
が表わさ
れる
場合
が多
い。
J・グ
ッディは
、
これ
をリ
チュア
ルス
・オ
ブ・
オルトゥメ
イ
ト・バ
リュー
ス
(窮極
の価
値指向
の
儀礼)
と呼ん
でい
る。
このほ
かに
、
儀礼
の中
にシン
ボリ
ッ
クな
要素
を求
める
立場、
があ
り、
これ
は心理
学とも深
く関係す
るが、
マッ
クス
・ミ
ュ
Iラl
、フロ
イドなど
がそう
であ
り、
いわ
ゆ
るシ
ムボ
ル
・
アナル
シ
スと
いう
形で
アプ
ロー
チしている
。
しかし
、
最近
にな
って
、
前記以外
にも
う
一つ
の研
究方法
なり
仕方が
ある
のでは
ない
かと
言われ
るよ
う
にな
っ
た。
それ
は、
イデオ
マテ
ィ
ック
・ミ
l
ニン
グを
さかん
に出し
て
いくアプ
ロー
チ
の仕
方である。
具体的
には
儀礼を
「戸
打な
う人」
(演者)
と「
見る人」
(同
じ種
族の人々
に限
らず
他種
族も交る
場合
もある)
の二つ
の
立
場から儀
礼をみ
てい
くの
である
が、
この
場
合、
演
者、
が儀
礼
のイデ
ィ
オマテ
ィ
ッグ
・ミl
ニ
ング
を
ω承
知し
てい
る場
合、
判然
とし
てい
ない
場
合、
(3) 
一部
の演
者だけが
承知し
てい
る場
合な
どがあ
る。
この
イデ
ィオ
マテ
ィ
ック
・ミ
lニン
グは
単
一
の儀
礼だけ
をみ
てい
ただ
けで
は駄目
で、
いくつ
かの
儀
礼を比
較し、
複合体
と
して
捉
えて
いく
必要が
あり、
場合
によ
っ
ては
周辺
の社
会、
文化、
或い
は異
質な文
化と比
較分析す
ることによ
っ
てそ
れを見
出し
てい
く
方法も
とられ
ている
。
社会人類
学
の確
立者
であ
るラ
ドクリ
フ~
ブラ
ウン
など
が、
すで
に
一種
のこ
う
した
分
析方法
を示し、
近年で
はシ
ュリニ
パ
ス、
が南イ
ンド
の
コル
グ族で、
タlナ
ー
が中
部
アフ
リカの
ンデン
ブ族の研
究で、
このア
プロ
ーチを
展開し
ている
。
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野溝七生子研
究員
かつ
て西アジ
アの
一角
に
建国
されたイ
スラ
エ
ル王国
の、
その
古代
の
民族が残
した
一冊
の書
物||旧約聖書
を主
体に
宗教儀礼を
研究し、
古代民族が
、
それを
ど
のよ
うに執
り
行
い、
また
、
それをど
のよ
う
に受
け
継いだか
につい
て報
告する
。
ここ
で私
達が注目
しな
けれ
ばならな
いのは
、
聖書
がすべ
てアジ
アで
書か
れたと
いうこ
とで
ある。
これはアジ
アに
生
れた
神の思
想の歴
史である。
私
達日本
人の
持ち伝え
て
いる
宗
教思想、
儀礼
に関し
ても
、
それが何等か
の影
響や示
唆を
与
えた
ものでは
な
か
っ
たか
。
このよ
うに考
えると
、
旧約
聖書圏
にお
ける儀
礼の研
究
そのもの、
が大きな
意義を持
って
来る
のであ
る
。
旧約聖
書に
お
ける宗
教儀礼
は、
悉く、
イス
ラエ
ル民
族の神
エホ
バ
の指
命
によ
って
定められた
の
であ
るが、
」れは
出挨及
記の中に
初め
てあ
らわれ
る。
それ以前
にも
、
神に犠
牲を捧げる
こと
はあ
った
が、
人間
の、
神へ
の信
頼感と感
謝
の念
を現わす
もので
あった
。
それ
は、
聖書
の中の最
初の祭
式に
ある創
世記中
の
カイソと
アベ
ル
の献
供
の場
合に見
られる。
カインと
アベ
ル
(2) 
の、
神エ
ホ バ
に捧
げ
たもの
は各自
の勤
労の結
実である
「土より
出る果
」と
「そ
の羊の肥
えたる
もの」
であ
っ
て、
その時
、
神エ
ホ
パは
アベ
ルの
捧げた
「そ
の羊の初
生」
を嘉納し、
カイ
ンの
そ
れは
審み
られなか
っ
た。
ここ
で
最
も問
題になる
のは
、
額に汗し
て地を
耕し、
その実
りを捧げた
カイγを
して
エホ
バ
は何故弟ア
ベル
を
殺さ
しめた
かと云
うこと
である。
アベ
ル
の捧
げた
犠牲が
受
け入れちれ
、
カイシ
の
それが受け入れ
られ
なか
った
こと
の背
景に
は、
何等
か、
神の毘
があ
っ
てカイ
ン
はそ
の試
み
に陥
っ
たも
のでは
な
か
った
か
。神
がどの
ような犠
牲
を
喜ぶかと
いう
ことは
、
創世
記のどこ
にも
書かれ
て
い
な
い
。創
世記前
半の叙
述は梢
々雑
然とし
て、
記
載が
前
後したり
重
複し
↓ハ一
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たり
してい
るが、
幾度
か
の編
輯の
際に或は
欠文が
生じ
たの
かも
知れな
い。
この
地球上
の最
初の殺
人を惹起
したカイ
ンとアベ
ル
の捧
物の
意義が、
神を
祭る形
式の中
に、
明確
にせ
られて来
るのは
、
出挨及記以下
レビ記
、
申命記
など
であ
るが、
特に
レピ
記は
全篇悉く古代
イス
ラエ
ル民
族に、
神が規定
し
た宗
教儀
礼の書
であ
る。
この
中で、
エホ
パが
イ
スラエ
ルに
命じ
た祭式は
、
矯祭
・
素祭、
酬思祭、
罪祭、
恕祭
の
五つで
あ
っ
て、
エホ
バは
、
これ
らの祭
式に
は必
ず、
羊、
山羊、
慣、
鳩など
の生
ける動
物の血
の犠
牲を捧げる
べき
こと
を、
ここ
で
初め
て明か
にする
ので
あ
る。
このこ
と
は人
間の先
祖アダ
ム
の神にそ
むい
た罪と罰
(死〉
に対
する生命
の臆い
を意味する
ので
あ
るが、
詳細
は
アジ
ア
・ア
フリ
カ文
化研究所
一九
六六
年度年報
に
述べ
であ
るので
そ
れを参
照せられた
い。
この
へブ
ル語
聖書
(旧約聖書
〉
に書
かれた
ことは
、
悉く予
言であ
って
、
西暦三
十三年にそ
れ
がどの
ように成
就
したかというこ
とを
書き
誌した
の
が
ギリ
シ
ア語
聖書
(新約聖書)
である。
云
い換
えれば、
旧約
の神
が定め
た儀
礼の
意義が、
新約
に於
いて
それ
をいかに
受
けと
めたか
。
旧約
の犠
牲の動
物
の血
に代
る、
完全な
る事
の人
間イ
エス
・
キリ
スト
の
血の
犠牲
に
おいてのみ
人間は初め
て
「原罪」
から
購われ
て永
遠の
生命
の
可能性を約
束せら
れる
こ
とに
なる。
出挨及
記の
そ
l
セの
十
誠は
、
キリ
スト
によ
っ
てこの
時
「既
に除
かれ
」
たので
ある。
旧約聖書
(へブ
ル語
聖書)
を予
言の書
とい
い
、
新約聖
書(
ギリシ
ア語
聖書)
を成
就の書
とい
うの
はこ
の故
である。
ここで
、
モ1
セ
の十
誠
につい
て少し
く言
及すれば、
捕囚後
のイス
ラ
エル
が、
秩序あ
る社
会
生活を営
む上に
は、
当然守られなく
ては
ならな
い倫
理綱
領と
もいうべ
き
もので
あ
ろう。
それならば、
十誠
の思
想は必
ずしもイ
スラ
六回
エル
民
族だ
けの
もので
はなく
、
後に
はヨ
ー
ロッ
パへ
、
或はアジ
ア全
土
に伝
播せられたか、
キリス
ト教
の伝
播より
ず
っ
と以前
、
旧約
の時
代に、
それ
は
既に
アジ
ア
に拡
ま
って
いた
と思われる。
私は
今、
儒教
の
こと
を考
えて
い
る。
最後
に、
キリス
ト教に
いう三位
一体と、
日本
神道
の三
種の神
器を
一体
と
して
一つ
の神
を崇め
るということ
と
に何か共
通の
思想
がある
のでは
ないか
とい
う
質疑
に答
えた
い。
今日、
ローマ
カト
リ
ッ
ク教
会は、
三位
一体
を基本
教条
とし
ているの
であ
るが、
父と子
と聖霊
の三
位
にして
一体の神
であると
は、
聖書
のどこ
にも
書か
れてはいない
。
三位
一体と
は、
西紀
三
二五
年
ニケ
アの
宗
教会議
で
ロlマ
帝
国の
ゴン
スタンチヌ
ス皇
帝が、
これ
を公
教
会の教
条とし
て
とり入れた、
メソポタミ
ア地
方の異
教の神の
概
念であると云わ
れ
る十誠に於
いて
エホ
パは
「汝自
己
のために
何の偶
像をも刻
むべ
から
ず」
「何
の 於慌
をも作
るべ
か
らず之を拝
むべ
から
ずこれ
に事
うべ
から
ず」
とモlセ
を
厳しく
誠め
られたが、
人体を
模し
て神
仏の姿を
表現する
よう
にな
っ
たの
は、
アレ
キサンダ
ー
が、
世界征服
の中
途に
於いて
、
エジ
プト
で
没した時に
アジ
ア
に遺
された多
くの古
代
ギリ
シ
ア人から
始ま
っ
ている
。
これ
ら
ギリ
シ
アの
将
兵達を中心
とする
ヘレ
ニ
ズ
ムと
インド
に発し
て東
漸
する仏
教思想と
ギリシ
ア語
聖書と
の
緊密な関
係
に
よる
ヘブラ
イズ
ムと
の混
交文化
の所
産と
して
、
日本
神
道の
三種の神
器に
こそ
、
「唯
一つ
な
る神
の
三つ
の姿
、
寧
ろ、
もしくは
ベ
ルソナ
(格)
である」
とす
る三
位
一体の
本質的な
意義
が
象徴
せ
られて
いるのか
も知れな
い。
アジ
ア
で生れた宗
教思想が、
アジア
に何の痕
跡も残
さな
い
とは
、
到底考え
られな
いので
あ
るが
日本
神道
に
つい
て
は、
今
日、
私は
何も云
い得
ない
。
それを明か
にする
ためには
、
歴史科学
の方
法に
よる
研究成果
に待
つほ
かは
ない
であ
ろう。
千葉栄
研究員
神社神道
の立
場から
、
その
宗教儀礼
に
つい
て扱
う場合
他の宗
教に比べ
て神
社の儀
礼に
は特
殊な面が多く
ある。
ま
ず宗
教と
いう
こと
につい
て
も、
戦後
「宗教法人法」
が制定され
る際
に
神社
・神道が
宗教と
しての
取り扱
いを
うけ
る
ためには
多
くの
問題が
あっ
た。
原案
は
C・I-Eによ
っ
て作
ら
れた
ので
あ
るが、
そこで
規定さ
れた宗
教
とい
う
枠に神
社
をはめ
こむことに
問題が
あ
っ
たわ
けである
。
つま
り
神社神
道に
は経典
とし
て示され
るは
っき
りした
ものがない。
信者
として
の資
格を
一不す
べ
き氏子組織も莫
然と
した
もの
である
。
更に
はキリ
ス
ト教の側からみ
れば罪
観念と
いうべ
き
ものも
至
って
単純
である
とい
った
種々
の議
論
があ
っ
たこと
は事
実で
あり、
結局宗
教
の
定義を拡
大解釈す
る
ことによ
っ
て宗
教法
人の枠
の中に
あてはめ
て神
社の
存在を許
可し
ようと
いう
いき
さ
つも
あ
った
わけ
である。
神社
の
性格が
いわ
ゆる宗
教
とし
てこの
ように特
殊
であ
ること
は
種々 例
証
でき
る。
例えば参拝と
いうこ
とがある。
こ
れは外
人に
はなかなか理
解され
ないこと
で、
英語
ではよ
くヴ
ィズ
ィット
・ウォlシ
ップ
、
或いはピ
リl
ブ
などと
訳されて
いる
。
とい
うことは
参拝と
いう
われわれ
が何の
不思議もな
く日常
使
用し
てい
る神
拝
の
作法が、
実は特
殊な
のだ
とい
うこ
とに
なる。
文
神社
に町
られる祭
神も、
神明様
と
か八
幡さ
まとか、
お稲荷さ
ま
であ
った
り
各様
であ
るが、
そこ
に
は神
主、
氏子
があ
り
、
各様
の神
社で行
われ
る儀式は
全部共通
した
法
式に従
っ
て行わ
れて
いる
。
それ
は
一口
にキ
リスト
教・仏
教
とい
っ
てもそ
の内
部は各派に
分派
していて
、
その分
派はそ
れぞ
れに各
別の
儀礼を
持っ
ているの
に比べ
ると
甚しく
特異
で
ある。
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それ
では
他の宗
派に較べ
て非
常に特
殊な
この
神社神
道に
おけ
る儀
礼に
つ
いて
、
そ
の歴
史的根拠
を探
って
みる
と、
それを示
す史料
は神祇令
の
天神地
抵の条の終
りに
ノノ
ノノセ
ムユ
前件諸祭供
レ神
調度及礼儀
。斎
日皆
依
ユ別
式刊
其祈年月
次祭者
。
百官集
ニ神祇官
→中
臣宜
ニ祝
詞。
忌部斑
ユ幣
吊刊
とい
う
記事
がある。
この
うち
の礼
儀
(ら
いぎ
)
のもと
の形
をさ
がして
み
るとそ
れ
は古事記
・
日本
書紀神代巻
等の古
典の中に
かか
げら
れて
い
る祭紀
の原
型と考
えられる
もの
に求め
て
いくより
他に
ない。
現在
、
神社
で行
な
って
いる
祭儀もそ
の儀
式の成
り立ち
の
趣旨は例
え
ば天の岩
戸の神
話で
は一
種のけ
がれ、
就いを
意
味す
る
もの
である
こ
とが知られ
るし
、
神楽
(かぐ
ら)
ある
い
は後
の鎮
魂
の
儀式と関
連し
てくる。
そし
てこ
れが神
社で行
なう
儀式
の源になる
形と
い
う
ふうに考
えら
れる
の
である。
ただ
、
そう
い
う儀式が
神話が
でき
て儀
式にな
った
のか
、
あ
るいは
祭
る姿、
がそ
こに
あって
、
それ
があの
ような形に
整えら
れた
のか
というこ
とにな
ると
問題が
ある。
例えば、
神社参拝
の際
行う拍手
も特
殊な儀
礼の
一つ
で
ある。
説志倭人
伝の中
に
は、
当時
の日
本人
の習
俗が
記さ
れて
おり、
狭
い
道で身
分の高い人にあ
うと
膝を
屈し
てお
がむ
、
ある
い
は手を叩
いて
敬
意を表
する
とあるが、
本居宣
長などが
い
うよ
うな神
が上で
人
間より
も立派なも
ので
ある長
上に対
する礼
儀||そ
れが
神に対
す
る儀
礼
に及ん
できて
、
ある
い
はそ
うい
う形が
あ
って
、
神話
の
形態が
できてきたと
いうこと
も
い
える
の
である。
つま
り、
儀礼
と神
を肥るわ
ざが同
時にあ
っ
て、
それが
整えられ
たも
のが
一つ
の
神話
にな
っ
たと
も考
えられ
る。
こ
うした
儀礼
に
つい
ての
研
究法
は、
従来
は文献を
基にし
て行なわれ
てお
六五
研究例会報告
り、
祭り
の中の祭
る者
の
あり方な
ど
(集
団ま
たは
個
人に
つい
て
)
に主
眼が
行なわ
れて
いた
。
今後
に
つい
ては
最近
は
民俗
学などが
盛んにな
っ
てきて
い
るの
で
、こ
れらを援
用し
て、
神社
で現
実に行
なわれて
いる
もの、
ある
いは
具体的な
ものに
つい
て
そ
れが
どうい
う意味をも
って
いるのか
、
研究
をして
いき
た
い。
例えば、
鳥居が何故
建てられる
のか
とか、
手洗
い
は祭
把
といか
なる
関係
がある
か、
また
寮
銭箱
は祭
り
にどう
い
う意味を持
つの
かというよ
うな実
際、
具体
的にある
ものに
つ
いて
上
下・横
につな
げて
い
わゆる神
社の
儀礼と今日
的関係、
過去と
の関
係を究め
てい
きた
い
と思う。
討論
の経過
討論
は三
研究
員の報
告を中
心に、
最初
に聖
書の
テキ
スト
クリ
ティクに
つい
て
行なわれ
、
次い
で三
位
一
体説と
三種の神
器を把る
ことに
つ
い
て、
アジ
アに
おける共
通な要
素の
あるな
しが
検討さ
れた。
しかし
、
それ
ぞれ
に性
格上
の差
異が
あ
って
一
概に共
通な概
念をも
って
形成さ
れたとは
言
えな
い
とされた。
次に儀
礼の中
に
おける数
の関
係に
つい
て
、
質疑応答が
あ
り、
神社
で行なわれる拍
手の数
などが
いか
なる
意味を
もつ
のか
、
こうした
ことは
他の宗
教の中
にも
数多く見
い出
されるが、
なかなか明
か
にし
難いも
ので
ある。
討議
の中で
は
幾つ
か
の例
が挙
げら
れた
が、
解明さ
れたも
のがな
いと
いう
指摘
に止
ま
った
。
この
他に、
宗教儀礼
の研
究に
つい
て
、
①ア
プ
ロ
lチ
のし
方、
②研
究成果
の意
義
をど
の
ように評
価す
るか
、
等に
つい
て
(般
的な
討論が
あ
った
が、
文献
的な研究と
とも
に、
より
実際的
に
はフィ
ル
ド・
ヮl
クを
通じて多
くの実
態に接
する
こ
とが重要で
あると
指摘
された。
その他
につい
て
は紙
数の関
係で省
略す
る。
「東
ア
フリカ
か ら
帰
って
」
研究員
高橋統
一
(十
二月六日
)
ムハムハ
一九
六六
年から
一
九六
七年に
か
けて
の東ア
フリ
カ調
査の報
告を
スラ
イド
をまじえ
て行な
った
。
東及び
北東
ア
フリカ
で
は、
新興
の
諸国家と古く
からの国々
と、
が、
さまざ
まな問
題にからんで
複
雑な事情
を有し、
当初
の
調査計画を現地
の情
勢に応
じて
変更
しな
けれ
ばならず
、
改め
てア
フリカの
フィ
ー
ルド
・ワ
ーク
のむつ
かし
さを知らされた。
即ち、
当初、
ハイレ
・セ
ラ
シェ
一世
大学
の
エチ
オピ
ア研
究
所に籍
をおい
て、
エチ
オピ
ア南
部国
境に
お
けるガ
ラ族の学
術調査
を
意図
した
が、
ガラ
族
はアフリ
カ原
住民
の主
流であるパ
ント
ウおよ
びスl
ダ
ン系
に属
さな
い
ハム
系の影
響を受け
た種
族で、
エ
チ
オピ
ア
・
ケニ
ア
・ウガ
ンダ
・
スl
ダン
の国
境
上に居
住し、
前記
のよ
うに国
際的な問題もあ
って
調
査に支
障を
生じた。
そのため
、
まず
ウガ
ンダに
入
り、
カンパ
ラの
マケ
レ
レ大
学を拠
点に、
ナ
イル
・ハ
ム系
の調
査をす
ること
にな
った
。
主とし
て中
部ナ
イル
・ハ
ム
系の
テソ
族及
びカラモジ
ョ族
を中心
に調査し
たが、
いず
れも
一見
、
単調な
よう
でか
な
り多様な
生活環境と文化
形態をも
つこ
と
がわか
った
。
テソ
族は本
来
牛の遊
牧民
であ
っ
たが、
南下
してキ
オガ湖
付近
に定
着し、
約五O
年
前に棉
花栽培を
取り入れた
ことによ
って
、
〈つ
で
は殆ん
ど定
着農民化
して
い
る。
粗
末な円形小屋や、
僅かな
家財道具、
困難
な水汲み作
業など、
一見
して
貧し
い暮
らし
振り
の中にも
、
アフ
リ
カ的
な文
化様
相の
一
端が
しの
ばれ
て興
味深
いも
のがあ
った
。
他方、
カラモジ
ョ
族は
半砂漠状
の草
原で、
なお
半定着
の
牛牧生活を行
って
お
り、
他文化
の影
響
がまだ
少い。
今回
は種
々
の事
情で予
備調
査し
かで
き
なか
った
ので
、
次の機
会を倹
ちた
い。
なお
調査経路を列記す
ると
以下
の通
りである。
この
うち
一部
につ
いては
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